
第

回
人
間
ら
し
く
働
く

口
氏
は
、
Ｅ
Ｕ
の
労
働
時
間

働
時
間
編
成
の
た
め
の
最
低

「
韓
国
に
お
け
る
働
く
人

30

た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
は
、

指
令
の
特
質
に
つ
い
て
、
次

の
安
全
及
び
健
康
の
要
件
を

々
の
健
康
権
獲
得
の
と
り

月

日
と

月
１
日
の
両

の
よ
う
に
解
説
し
ま
し
た
。

定
め
る
』と
規
定
し
て
い
る｣

く
み
の
歴
史
と
現
状
」

11

30

12

日
、
長
崎
市
の
長
崎
大
学
文

「
ま
ず
実
労
働
時
間
規
制
で

○
ケ
ビ
ン
・
ク
レ
パ
ン
氏

教
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

あ
る
と
い
う
こ
と
。
最
長
週

(

フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同

れ
て
、
学
習
や
各
地

れ
、
九
州
・
沖
縄
を
中
心
に

労
働
時
間
は

時
間
と
規
定

盟
ソ
ン
ム
県
書
記
長
）

と
り
く
み
交
流
・
意

48

公
立
学
校
へ
の
１
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
』
に

遠
く
は
韓
国
や
フ
ラ
ン
ス
か

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
時

「
規
制
緩
和
の
も
と
で
の

見
交
換
が
行
わ
れ
ま

位
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入

意
味
が
あ
る
と
思
う
か｣

と
質

ら
の
参
加
者
も
含
め
て

人

間
外
労
働
を
含
め
た
絶
対
的

労
働
法
典
へ
の
攻
撃
」

し
た
。

500

を
可
能
に
す
る｢

給
特
法
一

し
た
こ
と
に
対
し
て
、｢

前
提

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し

な
上
限
と
し
て
規
定
さ
れ
て

記
念
講
演
に
続
い
て
は
、

○
長
田
華
子
氏

「
感
情
労
働
と
健

部
改
正
法
案｣

は
、

月
４

が(

１
ヶ
月
の
超
勤
が)

時

た
。
高
教
組
か
ら
も

人
が

い
る
。
日
本
で
は
、
そ
の
時

「
国
際
的
視
点
で
考
え
る
『
働

(

茨
城
大
学
准
教
授)

康
権
」
に
つ
い
て
の

12

45

12

日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
自

間
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
機

参
加
し
ま
し
た
。

間
を
超
え
る
と
時
間
外
手
当

く
人
々
の
健
康
権
』
」
と
い

「
南
ア
ジ
ア
の
縫
製
産
業

特
別
企
画
で
は
、
イ

民
・
公
明
・
維
新
な
ど
の
賛

能
す
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

で
の
で
の
生
命
を
脅
か
す

ム
・
サ
ン
ヒ
ョ
ク
氏

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

る｣
｢

我
々
は
そ
の
前
提
を
早

い
と
い
う
賃
金
に
関
す
る
規

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

よ
う
な
労
働
環
境
」

（
韓
国
グ
リ
ー
ン
病

た
。
全
教
と
教
組
共
闘
が
９

く
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い｣

制
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ

た
。
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と

○
布
施
恵
輔
氏

院
院
長)

の
講
演
が
あ

月
半
ば
か
ら
と
り
く
ん
だ
導

と
回
答
し
ま
し
た
。
少
な
く

日
は
、
開
会
行
事
に
続

の
場
合
は
賃
金
規
制
で
は
な

そ
の
報
告
の
テ
ー
マ
は
次
の

（
全
労
連
国
際
局
長
）
り
、
感
情
労
働
の
特

30

入
反
対
の
請
願
署
名
は
９
万

と
も
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
超
勤

い
て
、
「
Ｅ
Ｕ
の
労
働
時
間

く
、
物
理
的
な
労
働
時
間
規

と
お
り
で
す
。

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
立

年
と
今

性
や
韓
国
に
お
け
る

100

筆
を
超
え
ま
し
た
が
、
こ
う

労
働
時
間
制｣

導
入
の
目
的

が
減
ら
な
け
れ
ば
条
例
を
制

法
制
と
そ
の
含
意
」
と
い
う

制
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ

○
イ
・
ユ
ン
グ
ン
氏
（
韓
国

年
採
択
さ
れ
た
ハ
ラ
ス
メ

と
り
く
み
の
歴
史
と

し
た
現
場
教
職
員
の
声
を
無

を
夏
休
み
等
に
５
日
程
度
の

定
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で

テ
ー
マ
で
、
労
働
政
策
研
究

る
の
は
、
労
働
時
間
規
制
は

の
労
働
衛
生
の
専
門
家
）

ン
ト
条
約
の
特
質
」

現
状
に
つ
い
て
学
び

視
し
て
法
案
が
成
立
し
ま
し

ま
と
め
ど
り
を
す
る
た
め
と

す
。「
条
例
制
定
の
必
要
は
な

・
研
修
機
構
研
究
所
長
の
濱

安
全
衛
生
規
制
で
あ
る
と
い

ま
し
た
。
続
い
て
、

た
。
全
教
は
即
日
、
中
央
執

答
弁
し
ま
し
た
が
、
こ
の
制

い｣

と
い
う
声
を
学
校
内
外
で

口
桂
一
郎
氏
の
記
念
講
演
が

う
理
念
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
労

４
人
の
報
告
の
後
、
共

中
村
美
穂
氏(

長
崎
国

行
委
員
会
声
明
を
発
表
し
、

度
を
導
入
し
な
く
て
も
ま
と

広
げ
ま
し
ょ
う
。

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
濱

働
時
間
指
令
第
１
条
は
、『
労

通
す
る
課
題
と
し
て
浮
か

際
大
学
講
師)

の
講
演

「
１
日
８
時
間
労
働
と
い
う

め
ど
り
が
で
き
る
こ
と
も
審

び
上
が
っ
た
フ
リ
ー
ラ
ン

で
、
感
情
労
働
に
か

大
原
則
を
壊
す
労
働
法
制
の

議
の
中
で
明
ら
か
に
な
り
ま

ス
な
ど
雇
用
契
約
に
よ
ら

か
わ
る
労
働
者
が
感

大
改
悪
、
憲
法
違
反
の
法
案

し
た
。
導
入
の
目
的
す
ら
き

ず
に
働
か
さ
れ
て
い
る
人

情
を
自
己
制
御
す
る

で
あ
り
、
か
つ
教
職
員
の
長

ち
ん
と
説
明
で
き
な
い
法
案

々
を
ふ
く
む
す
べ
て
の
働

た
め
の
視
点
や
工
夫

時
間
過
密
労
働
を
固
定
化
し

を
数
の
力
で
無
理
矢
理
成
立

く
人
々
の
健
康
権
を
守
る

等
に
つ
い
て
学
び
ま

助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
法
案

さ
せ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
、

視
点
の
重
要
性
と
国
際
基

し
た
。

が
、
衆
参
合
わ
せ
て

時
間

制
度
導
入
に
道
理
が
な
い
こ

準
を
作
り
守
ら
せ
て
い
く

セ
ミ
ナ
ー
は
、
最

30

に
も
満
た
な
い
不
十
分
な
審

と
は
明
ら
か
で
す
。

と
り
く
み
に
つ
い
て
、
各

後
に｢

人
間
ら
し
く
働

議
で
採
決
さ
れ
た
こ
と
に
断

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
意
見
表

く
た
め
の
２
０
１
９

固
抗
議
し
ま
す｣

と
厳
し
く

明
が
あ
り
ま
し
た
。

長
崎
宣
言｣

(

別
掲)

を

批
判
し
ま
し
た
。

採
択
し
て
全
日
程
を

国
会
審
議
の
中
で
、
政
府

終
了
し
ま
し
た
。

・
文
科
省
が
条
例
を
策
定
し

二
日
目
は
、
「
感
情
労

な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
と
認

働
と
健
康
権
」｢

な
く
せ

国
会
審
議
の
中
で
、
「
１

め
た
こ
と
は
、
今
後
の
都
道

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
全

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

府
県
レ
ベ
ル
で
の
と
り
く
み

国
キ
ャ
ラ
バ
ン

年
の
歩

30

制｣

が
平
日
の
時
間
外
労
働

の
足
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

み｣

と
い
う
２
つ
の
特
別

を
縮
減
す
る
効
果
が
な
い
こ

長
崎
県
教
委
の
池
松
教
育

企
画
と
、
「
長
時
間
労
働

と
は
萩
生
田
文
科
大
臣
自
身

長
は
、

月

日
に
行
っ
た

・
過
密
労
働
」
「
職
場
の

10

31

も
認
め
ま
し
た
。
萩
生
田
大

今
年
度
の
確
定
交
渉
の
中

労
働
安
全
衛
生
活
動
」
な

臣
は
、｢

１
年
単
位
の
変
形

で
、
高
教
組
が｢

『
１
年
単

ど
８
つ
の
分
科
会
に
分
か

組合は であい ふれあい たかめあい

現
場
教
職
員
の
声
を
無
視
し
て
「給
特
法
一
部
改
正
法
案｣

が
成
立

各
都
道
府
県
の
と
り
く
み
で｢

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制｣

の
導
入
を
阻
止
し
よ
う
！

全教等による
国会前での抗議行動

学
校
現
場
に
導
入
さ
せ
な

い
と
り
く
み
を
強
め
よ
う

｢

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー｣

に
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

「
国
際
的
視
点
で
考
え
る
働
く
人
々
の
健
康
権｣

を
テ
ー
マ
に

学
び
、
交
流

Ｅ
Ｕ
の
労
働
時
間
法
制

に
つ
い
て
の
記
念
講
演

働
く
人
々
の
健
康
権
に
つ

い
て
国
際
的
視
点
か
ら
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

特
別
企
画
と
分
科
会

左から、通訳の大塚氏、イ・ユングン氏、長田氏、コーディネ
ーターの田村氏(セミナー代表世話人)、クレパン氏、布施氏

【第30回人間らしく働くための九州セミナーで採択された宣言より】

人間らしく働くための2019長崎宣言
「健康権をすべての働く人びとに」（抜粋）

私たち働くものには健康で働く権利がある。これ

は日本国憲法が保障している働くものの基本的人権

である。

その前提となるのは、安定した生活ができる雇用

が確保されることである。同一労働同一賃金を確立

し、働く貧困層・ワーキングプアーをなくす。

狭義の「労働者」にとどまらず、自営業者やフリ

ーランス、外国人技能実習生をはじめ外国人労働者

を含む全ての働く人びとが生活できる収入と安全な

職場環境を保障する制度の確立を求める。

私たちは自らの労働を安全に行い、その危険要因

や回避可能性について知る権利がある。

さらに、危険な労働から自分から離脱する権利を

有する。

働らかされ過ぎによる健康障害を予防し、人間ら

しい働き方を実現するためには、労働時間の規制は

なにより重要である。労働基準法が定める8時間労働

制の再確立が求められる。さらに、労働と次の労働

との間隔（インターバル）を11時間以上とすること

の義務化は早急に実現すべきである。

感
情
労
働
と
は

対
人
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
わ
る
労
働
等
、

感
情
の
抑
制
や
緊

張
、
忍
耐
な
ど
が
必

要
な
労
働
の
こ
と
。

制
度
導
入
に
道
理
が

な
い
こ
と
は
明
ら
か

メールアドレス
nagaｰkks@fsinet.
or.jp
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高
教
組
も
参
加
し
て
い
る

雇
用
創
出
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

｢

ス
ト
ッ
プ
カ
ジ
ノ
！
長
崎

の
拡
大
に
あ
り
、
日
本
人
の

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

(
以

カ
ジ
ノ
へ
の
入
場
は
回
数
制

下
、
カ
ジ
ノ
・
ネ
ッ
ト)

は
、

限
な
ど
様
々
な
制
限
が
あ
る

月

日
、
カ
ジ
ノ
誘
致
の

こ
と
な
ど
を
あ
げ
、｢

丁
寧

11

25

中
止
を
求
め
る
要
請
行
動
を

な
説
明
を
し
て
い
き
た
い｣

行
い
、
カ
ジ
ノ
誘
致
反
対
署

と
カ
ジ
ノ
誘
致
を
す
す
め
る

名
６
１
９
０
筆
を
県
に
提
出

立
場
で
対
応
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。提
出
行
動
に
は
、

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

県
民
ネ
ッ
ト
の
共
同
代
表
で

は
、
朝
長
氏
と
本
田
氏
が
医

あ
る
朝
長
万
左
男
原
爆
病
院

師
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ギ

名
誉
院
長
、
本
田
孝
也
保
険

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
ど
の
よ

医
協
会
会
長
、
舟
越
耿
一
長

う
な
対
策
を
し
て
も
完
全
に

崎
大
学
名
誉
教
授
、
篠
﨑
正

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

人
リ
ム
ピ
ー
ス
編
集
委
員
を

を
強
調
し
、｢

依
存
症
を
100

は
じ
め
、

人
が
参
加
し
、

％
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
言

22

高
教
組
か
ら
も
馬
場
書
記
次

え
る
の
か｣

と
追
及
し
ま
し

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

た
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
田
政

要
請
行
動
で
は
、
カ
ジ
ノ

策
監
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

で
も
依
存
症
は
ゼ
ロ
に
は
で

・
ネ
ッ
ト
の
新
木
幸
次
事
務

依
存
症
対
策
を
行
っ
た
結
果
、
き
な
い
。
経
済
的
な
効
果
が

局
長
が
、
カ
ジ
ノ
誘
致
を
中

依
存
症
が
減
っ
た
こ
と
等
を

あ
れ
ば
そ
れ
を
容
認
す
る
と

止
し
、
区
域
認
定
申
請
を
し

あ
げ
て｢

極
小
化
す
る
こ
と

い
う
こ
と
か｣

と
県
の
姿
勢
を

な
い
よ
う
求
め
る
知
事
宛
の

が
で
き
る｣

と
強
弁
し
ま
し

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

要
請
書
を
読
み
上
げ
、
朝
長

た
が
、｢

％
防
げ
る
か
ど

カ
ジ
ノ
・
ネ
ッ
ト
は
県
に

100

共
同
代
表
が
、
Ｉ
Ｒ
推
進
担

う
か
は
知
識
が
な
い
の
で
答

誘
致
を
断
念
さ
せ
る
た
め
に
、

当
の
吉
田
慎
一
政
策
監
に
署

え
ら
れ
な
い｣

と
回
答
し
ま

今
後
も
と
り
く
み
を
継
続
す

名
を
手
渡
し
ま
し
た
。
吉
田

し
た
。
朝
長
氏
は｢

極
小
化

る
予
定
で
す
。

政
策
監
は
、｢

要
請
は
知
事

員
連
盟
か
ら
は
、
こ
の
日
ま

に
伝
え
る｣

と
し
な
が
ら
、

で
に
加
盟
議
員
が

人
を
超

90

カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
誘
致
の

え
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

目
的
は
若
者
定
着
の
た
め
の

た
。
議
員
連
盟
に
は
県
内
外

石
木
ダ
ム
に
よ
る
水
没
予

由
紀
子
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、

の
国
会
議
員
と
地
方
議
員
が

定
地
に
住
む

世
帯
の
土
地

嶋
津
さ
ん
は
、
石
木
ダ
ム
が

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
県
内

13

の
明
け
渡
し
期
限
が
翌
日
に

治
水
・
利
水
の
両
面
で
全
く

で
は
県
議
会
議
員
が
４
人
、

迫
っ
た

月

日
、

世
帯

不
要
で
あ
る
こ
と
、
嘉
田
さ

市
町
議
会
議
員
は

人
に
の

11

17

13

45

で
つ
く
る
石
木
ダ
ム
絶
対
反

ん
は
、
滋
賀
県
知
事
の
時
に

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

対
同
盟
な
ど
７
団
体
の
主
催

県
内
の
６
つ
の
ダ
ム
を
中
止

そ
の
後
、
全
国
か
ら
集
ま

に
よ
る｢

石
木
ダ
ム
を
断
念

し
た
経
験
と
教
訓
を
語
り
ま

っ
た
支
援
団
体
か
ら
の
連
帯

さ
せ
る
全
国
集
会｣

が
川
棚

し
た
。

の
あ
い
さ
つ
や
地
権
者
の
決

町
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
県

続
い
て
、
石
木
ダ
ム
訴
訟

意
表
明
を
受
け
て
、
こ
の
集

内
外
か
ら
約

人
が
参
加
し

弁
護
団
の
高
橋
謙
一
弁
護
士

会
を
奪
わ
れ
た
土
地
を
取
り

700

ま
し
た
。

か
ら
の
裁
判
報
告
と
「
石
木

戻
す
た
め
の
新
た
な
闘
い
の

集
会
で
は
、
水
源
開
発
連

ダ
ム
の
強
制
収
用
を
許
さ
な

ス
タ
ー
ト
に
し
て
運
動
を
広

絡
会
共
同
代
表
の
嶋
津
暉
之

い
議
員
連
盟
」
の
報
告
が
あ

げ
る
こ
と
を
よ
び
か
け
る
集

さ
ん
と
参
議
院
議
員
の
嘉
田

り
、
強
制
収
用
を
許
さ
な
い
議

会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

組合は であい ふれあい たかめあい

要請行動の参加者（県庁1階ロビー）

６
１
９
０
筆
の
カ
ジ
ノ
誘
致
反
対
署
名
を
県
に
提
出

ス
ト
ッ
プ
・
カ
ジ
ノ
！
長
崎
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

＜全国教職員学習交流集会 参加報告＞

11月23～24日に東京で開催された全国教職員学習交流集会に、レポーターとして

参加した今泉宏副委員長からの報告です。

全体会で中野晃一上智大学教授が講演

教組共闘連絡会と高校懇談会が主催する全国教職

員学習交流集会に参加してきました。最近加入した

青年組合員を誘ったのですが、残念ながら予定が合

わず、私一人の参加となりました。

全体会では、上智大学教授の中野晃一さんが「今

こそ作りだそう 民主主義の発展と憲法が生きる社

会 〜共同の広がりと運動が築いたもの〜」と題し

て講演されました。「最近の政治は、次から次に問題が出て、逆に前のことを忘れさ

せてしまい、国民の感覚を麻痺させてしまっている現状がある。さらに都合の悪い

証拠を処分したり、嘘に嘘を重ねて逃げ切ろうとしている。7年も政権が続くと、退

陣に追い込まれるような政権を知らない若い人が多くなり、これくらい許されるの

かという感覚になっている。しかし、国会において、数では与党に勝てない状況が

続いている。今重要なことは、野党が一つになって与党に立ち向かい、安倍政権を

終わらせることである。そして、国会から改憲の発議をさせなくする必要がある。

もし、国民投票になったら、与党は憲法の中身で勝負ではなく、イメージ戦略でく

ることが考えられる。市民と野党の共闘をさらに広げていくことが今はとても大事

である。」と話されました。

教研におけるバトンパスが必要

分科会は、憲法・平和・核廃絶の分科会に参加し、長崎

工業高校での実践、「労働法教育を通しての憲法教育」を発

表しました。参加者からは、「生徒はもちろん、先生方にも

勉強になったのではないか。」「憲法では、労働は権利が義

務より先にきていることを中学生にもしっかり教えたい。」

「初任者や非正規の先生にも教職員としての権利をきちん

と教える必要があるのではないか。」という意見をいただき

ました。私の他には、「脱原発を廃炉や最終処分の視点から

教材化しよう」（福島県教組）、「2019平和フィールドワーク

のまとめ」（沖縄県教組）、「職場体験学習で選挙ポスター貼

りをどうとららえるのか」（山口県教組）の3本のレポート発表がありました。

参加してみて、現状報告や問題提起としてのレポートばかりで、教育実践として

のレポートは私だけでした。全体会を見渡しても、青年教職員の参加は一部の組織

からはありましたが、まだまだ少なく感じました。また、レポーターはベテランや

組織の役員に限られているように感じました。教研を継続、発展させるためには、

ベテランの先生方が日ごろのとりくみや課題をレポートにまとめて発表することを

若い教職員に伝えていく、教研におけるバトンパスが必要だと感じました。

分科会で報告する
今泉副委員長(左)

川
棚
町
で｢

石
木
ダ
ム
を
断
念
さ
せ
る
全
国
集
会｣

登壇した｢強制収用を許さない議員連盟｣のメンバー

県教研写真館

上：社会科教育
分科会

左：数学教育分科会

左
：
学
校
図
書
館
教
育

分
科
会

右：外国語教
育分科会

(2) 第1696号 2019年12月1日(日) 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


